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山
武
市
の
指
定
文
化
財
は
、

旧
４
町
村
で
指
定
さ
れ
た
も
の

を
そ
の
ま
ま
引
継
ぎ
ま
す
。
内

訳
は
、
国
指
定
２
・
県
指
定

10
・
市
指
定
84
の
合
計
で
96
で

す
。文

化
財
の
種
類
は
、
有
形
文

化
財
を
は
じ
め
、無
形
文
化
財
、

天
然
記
念
物
・
指
定
史
跡
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
指
定

さ
れ
た
文
化
財
を
市
民
の
方
々

に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
郷

土
の
文
化
財
を
散
歩
し
て
は
い

か
が
で
す
か
？

今
回
は
市
と
し
て
一
回
目
の

紹
介
に
な
り
ま
す
の
で
、
国
指

定
と
千
葉
県
指
定
の
中
で
、
特

に
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す

成
東
地
区
の
成
東
・
東
金
食
虫

植
物
群
落
、
松
尾
地
区
の
大
堤

権
現
塚
古
墳
・
山
武
地
区
の
島

戸
境
１
号
墳
出
土
遺
物
の
三
か

所
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

e
e
e
e
e
e
e

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落

１
９
１
７
年
（
大
正
９
年
）

に
国
の
天
然
記
念
物
と
し
て
、

日
本
で
は
最
初
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

面
積
は
当
初
３
８，

０
０
０

㎡
程
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
争
中

の
食
料
生
産
の
拡
大
に
よ
る
耕

作
地
の
変
更
に
よ
っ
て
、
現
在

は
約
１
７，

０
０
０
㎡
に
な
っ

て
い
ま
す
。

生
息
し
て
い
る
植
物
の
種
類

は
、
多
種
に
亘
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
で
、
種
子
植
物
・
シ
ダ

植
物
・
コ
ケ
植
物
の
計
４
６
０

種
に
の
ぼ
り
ま
す
。

食
虫
植
物
は
現
在
８
種
類
が

生
息
し
、
葉
に
粘
毛
を
持
っ
た

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
・
イ
シ
モ
チ
ソ

ウ
・
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど
虫

を
捕
ら
え
る
も
の
や
ナ
ガ
バ
ノ

イ
シ
モ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
湿
原
植

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

松
尾
地
区
に
所
在
す
る
大
堤

権
現
塚
古
墳
は
、
松
尾
高
校
の

校
庭
隣
に
大
き
な
山
の
姿
を
し

た
前
方
後
円
墳
で
す
。
古
墳
の

大
き
さ
は
、
１
１
５
ｍ
の
長
さ

を
持
ち
、
平
成
３
・
４
年
に
２

時
期
の
確
認
調
査
が
実
施
さ

れ
、
三
重
の
周

し
ゅ
う

溝こ
う

（
古
墳
の
周

り
を
巡
る
溝
）
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
周
溝
が
三
重
に
巡

る
こ
と
は
、
千
葉
県
内
で
は
初

例
と
な
り
、
全
国
で
も
６
事
例

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
古
墳
は
大
堤
古
墳
群

（
９
基
）
の
中
で
最
も
大
き
く
、

こ
の
周
辺
の
長
（
お
さ
）
の
墓

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
武
地
区
に
所
在
す
る
島
戸

境
１
号
墳
は
、
成
東
地
区
の
真

行
寺
と
境
を
接
す
る
位
置
に
所

在
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
畑
地

で
古
墳
は
視
覚
的
に
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
が
、
地
中
に
眠
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
古
墳
は
円
墳
で
、
平
成

７
年
に
調
査
が
実
施
さ
れ
、
４

面
の
鏡
と
多
数
の
玉
類
（
管

玉
・
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
）

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

古
墳
の
年
代
は
４
世
紀
後
半

位
に
想
定
さ
れ
、
山
武
地
域
に

お
い
て
銅
鏡
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
は
、
そ
れ
ま
で
の
定
説
で
あ

り
ま
し
た
鏡
を
持
つ
古
墳
は
、

な
い
と
さ
れ
て
い
た
山
武
地
域

の
古
墳
の
様
相
を
覆
す
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

�
０
４
７
９
�
７
１
４
７
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古
墳

島
戸
境
１
号
墳

10605
テキストボックス




